
空き家相談窓口の創設と相談員の育成及び専門家プラットフォーム構築事業
（ヘリテージ加古）

課題と目的 空き家相談者が、地域の拠点となる場所に気楽に立ち寄れる相談窓口の創設し、
常に多様な相談に一元的に対応できる相談員の配置が必要である。
そのためには、空き家相談員の育成方法の確立が必要である。
また、相談員が円滑に対応を依頼できる「専門家プラットフォーム」の構築が必要である。

取組内容 ①梅谷邸の一部のスペースを、相談窓口にしつらえる。
②「空き家相談員育成マニュアル」を検討・作成し、ホームページで公表する。
③相談員研修、専門家セミナーや事例の見学会を開催する。
④専門家ネットワークをつくる。

成果 ・「はりま空き家相談窓口」の創設
・「はりま空き家相談窓口 空き家相談員育成マニュアル」の作成
・「専門家プラットフォーム」の構築

・「専門家プラットフォーム」の構築 ・「空き家相談員育成マニュアル」の作成 ・相談員研修、専門家セミナーや
事例の見学会を開催

相談員の研修の様子

活用事例の見学の様子


